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1 ．はじめに
昨今，教育を巡る新しい改革が次々と出されている。
そのひとつに教育におけるICT活用があげられる。文部
科学省は，平成22年10月29日に「教育の情報化に関する
手引き」を作成・公表して，情報教育や授業における
ICT活用など，学校における教育の情報化についてまと
めている。中でも，同手引きの「第 3 章教科指導におけ
るICT活用」においては，各教科でのICT活用方策が具
体的に述べられている。それによれば，現在，教科指導
におけるICT活用については，「 1 ）学習指導の準備と
評価のための教師によるICT活用， 2 ）授業での教師に
よるICT活用， 3 ）児童生徒によるICT活用の 3 つに分
けられる。」とされている1）。加えて，同書において生
活科は次のように例示が出されている。
生活科・総合的学習では，こうした 3 つの観点からの
ICT活用並びに「デジタルカメラを用いた観察や見学の
学習記録」だけで充分であるのだろうか。生活科・総合
的学習においては他教科等と異なる学びがあるため，上
記の 3 観点によるICT活用だけでは充分であるとは言え
ないだろう。では，生活科・総合的学習における授業づ
くりの課題とは何だろうか。
生活科・総合的学習は，子どもの体験的活動を通して
得られる学びを基本とするところに特徴がある。それは，
主体的・探求的な学びの推進であると考えられる。そう
した学びを実現した典型的な単元として「探検活動」が
ある。「探検活動」は生活科における学校生活の入門的
な単元である「学校探検」から始まった。それまでは，
学校の校舎の配置や危険な場所，子どもが使用する場所
（保健室や職員室，事務室，給食室など）を子どもに教
えるために，教師がクラスの子どもを引率して学校案内
を行っていた。ところがこうしたやり方だと，子どもの
主体的な学習になり難く，子どもが自分の事として問題
を把握できなかった。そこで，子ども自身が行きたいと
ころに行って，その場所を確認するような主体的・探求
的な活動として「学校探検」の単元が開発された。とこ
ろが，「学校探検」のような探検活動では，子どもの主
体性に委ねる部分が大きいため，どこをどのように探検
してくるかということは，子どもの判断に任されている。
そのため，その子どもが何をどのように学んできたのか，
子どもの学びが見え難い。それは，教師が学びの成果を
捉えて評価することを困難にするという課題を生じさせ
た。
そこで，探検活動において子どもが何をどのように学
んできたのかという子どもの学びを可視化することが必
要となる。こうした子どもの学びの特徴の可視化を，ICT
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生活科・総合的学習は，主体的・探求的な活動によって得られた学びを形成することに特徴がある。しかし，そう
した学びは通常の教科等のように，成果を測定・評価することが難しい。そこで，ICTを活用して，生活科・総合的
学習における子どもの学びの特徴を可視化することができないだろうかと考えた。本研究では， 2 つの授業実践を行
い，ICT活用から見える生活科・総合的学習における子どもの学びの可視化について検討した。
その結果，生活科では「探検活動」の単元において，デジタルカメラを持たせて，探検して気が付いたことを画像
として撮影させることにより，子どもの視点の特徴が近接撮影によって描き出された「部分」にあることがわかった。
また，総合的学習においては，動画を撮影させて，TV番組風に編集させることによって，子どもが抱いた問いに満
足した解答が得られなかった場合，さらなる追求のヒントを求めていたり，撮影した映像の中から新たな問いを見出
したりできることがわかった。いずれの場合も，ICTを活用することによって，生活科・総合的学習における子ども
の学びの特徴を可視化することができた。
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を活用して達成することができないだろうかと考えた。
本研究では，生活科・総合的学習において課題となる
学びの可視化がICTを活用することによって可能となる
という仮説の下，試行的な授業実践を行い，生活科・総
合的学習における学びの特徴を示したい。
これまで，既存の教科では，知らないことを知ったり，
できなかったことができるようになったりすることを学
習ととらえる学習観を基本にして教科内容が構成されて
きた。そのため，既存の教科では，その教科に関する知
識や技能をわかりやすく教授することが課題とされてき
た。ところが，生活科・総合的学習は，既存の教科のよ
うに子どもに知識や技能を授けることをめざすものでは
ない。生活科・総合的学習は，子ども達が自ら抱いた問
いに向かって主体的・探求的に活動する中で見出した気
付きや知をもとに，現実世界を見つめ直す力を身につけ
ていくことをめざしている。こうした主体的・探求的な
学習の在り方，すなわち学習観が既存の教科と異なって
いる。
加えて，生活科・総合的学習では，既存の教科が前提
としていたように，子どもは知識や技能を持たない，あ
るいは生活上の誤概念を身に付けている存在とはとらえ
ていない。生活科・総合的学習では，子どもは生活や体
験の中で一定程度の知識や技能を持ち合わせていると
とらえている。その上で，生活科・総合的学習では，そ
うした生活上の知識や技能が現実の問題解決に結びつ
かなかったり，友だちの考えと合わせて組み立てられな
かったりしていることに学びの契機があるととらえてき
た。そのような学習の課題を解決するために，生活科では，
具体的・実際的な体験を基にして，そこから得られる気
付きを組み立てていくことによって学びを形成する2）。そ
して，総合的学習では，子ども自身が問いを見出し，そ
れを探求していく中で生まれる解決策に向けて，問いを
整理・分析した上で，さまざまな方法を屈指して学びを
形成する。いずれも，子どもの主体的・能動的な学びに
依拠して，子ども自身が学び取る力を有しているという
子ども観・学習観に立っている。そのため，これまでの
ように教師が教授して子どもが学習するというのではな
く，子ども自身が学び，教師がそれを支えていくという
新しい授業づくりが行われるようになった。
ところが，教師がこうした新しい学習観・子ども観に
立つことは容易なことではない。その原因のひとつとし
て，生活科・総合的学習における子どもの学びの特徴が
目に見える結果として現れ難いことが考えられる。生活
科・総合的学習の学びの評価は，既存の教科のように，
教師が教えたことの定着を測定するペーパーテストには
なじまない。また，ポートフォリオのように学びの履歴
を描かせても，そこに子どもの学びが充分描き出されて
いるかというと疑問が残る。必ずしも子どもが表現した
もの＝子どもの学びであるとは言えないからだ。生活科・
総合的学習には，目に見えない子どもの内面に積みあげ
られた学びが存在する。生活科・総合的学習の授業では，
こうした子どもの学びを大人が読み取り，評価する必要
がある。
そこで，生活科・総合的学習においては，先述の 3 つ
のICT活用に加えて，デジタルカメラやデジタルビデオ
カメラを活用して，生活科・総合的学習における子ども
の学びを可視化することができないだろうかと考えた。
本研究では，ICT活用について，授業実践をふまえて子
どもの学びの特徴や子どもの視点を画像や映像によって
表出させて，そこから生活科・総合的学習における学び
の特徴を明らかにすることを目的とする。
2 ．生活科における子どもの学びの特徴をＩＣＴ活
用によりとらえる。
生活科における子どもの学びの特徴をとらえるための
ICT活用について授業実践を通じて考えてみた。
2‒1．単元のねらいと授業の準備
本研究では，小学校 2 年生の探検活動においてICTを
活用した実践を行った。実践は千葉県Ｔ小学校 2 年生で
行った。この実践では，校内の自然を探検した。単元の
名称は「校内の自然を探検しよう」とした。単元のね
らいは，「普段何気なく見過ごしている自然に目を向け，
そこから得た気付きをもとに自分たちの身のまわりの自
然について考え直してみよう」とした。指導計画は表 1
に示すとおりである。授業は， 2 年生 1 クラス35名編成，
3 クラスで実施した。活動に際して 4 名でひとつのグ
ループをつくった。授業では，グループに 1 台のデジタ
ルカメラを持たせて，デジタルカメラで「おきにいりの
しぜんのしゃしんを 1 まいとってくること」を課題とし
た。そして撮影した写真にキャプション（題名）をつけ
させた。写真を撮影するための活動に要した時間は60分
で，事前指導，事後指導を入れて90分の授業で行った。
当初の指導計画では，授業の事前指導においてデジタ
ルカメラの使用方法を教えようと考えていた。ところが，
実際にはほとんどの子どもがデジタルカメラを手にした
とたんに操作方法を把握して，カメラを起動させて写真
を撮ることやズームアップする方法など撮影に必要な基
本的な操作をすることができた。わずかに基本操作がで
きない子どもがいたが，グループの誰かがその子どもに
教えることで，あえて操作方法を教師が説明する必要は
なかった。さらに，撮影した画像の中から必要な画像を
残して，他の画像を削除することもできた。実際にデジ
タルカメラを操作した経験のない子どもでも，カメラに
表示してあるマークを見るだけで見当が付いて，撮影に
必要な操作をすることができた。そのため，あえて，デ
ジタルカメラの使用方法について指導する時間を取らず
に90分の授業時間内に含むようにした。
表 1．単元「校内の自然を探検しよう」指導計画
項目 時間
1 　校内の自然を探検しよう 1 時間
2 　校内の自然を切り取ってみよう
2 時間
（デジタルカメラの使い方の指導を含む）
3 　発見！交流 1 時間
計 5 時間
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2‒2．デジタルカメラによる撮影の様子
子どもは敷地内の好きなところにいって撮影を始め出
した。この単元では，デジタルカメラを持って撮影に出
かける前の週に 1 回 1 時間探検活動を行う時間を取って
いる。本学校の敷地は周囲 4 kmと広いので， 1 度探検
活動させ「もっと探検したい」という思いを抱かせてか
らデジタルカメラを持って活動させるようにした。今回
は活動の補助として，各グループに 1 名の学生を付けた。
学生には子どもから聞かれたことやリクエストには応え
てよいが，自分から示唆する発言や行動は慎むように指
導した。学生の主な役割は，安全確保と子どもができな
いカメラ操作，撮影後の画像処理，並びに撮影距離の測
定，さらには時間になったら戻ってくるようにすること
であった。以下図 1 ～ 5 に子どもが撮影した写真及び
キャプションの例を掲載する。
これらの画像について検討する。図 1 はハチが芋虫を
襲っている様子を撮影している。子どもにとっては興味
ある瞬間であったのだろう。近寄って，昆虫の様子がわ
かるように撮影していることがわかる。図 2 は花を撮影
しているのではなく，花に描き出された模様を撮影して
いることがキャプションから分かる。キャプションが「も
ようのおもしろい花」ではなく「はなのおもしろいもよ
う」としているところに子どもの視点の特徴が現れてい
る。図 3 は木のうろの部分が見方によってはゾウに似た
形をしているように見える。子どもはそのことを示そう
として撮影している。これは木全体を撮影しているので
はなく，特徴的な模様を撮影しているという点で図 2 と
同様に特徴ある部分を撮影しているといえる。図 4 はザ
図 1．たすけて，たべられちゃう！
図 2．はなのおもしろいもよう
図 3．木の中にいるゾウ
図 4．大きなはさみのザリガニ
図 5．だんごむしくん
図 6．子どもが撮影している様子
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リガニ全体を撮影しているがその中でもハサミの大きさ
に注目していることがキャプションから分かる。ここで
は，ザリガニに前から接近して，特徴ある大きなハサミ
がよく写るような角度から撮影している。この点から特
徴的な部分を捉えて撮影していることがわかる。図 5 は
わざわざダンゴムシを手に載せて，より近くで見えるよ
うに撮影している。これも特徴が分かるように近接撮影
していることがわかる。
いずれの場合も対象に接近して撮影していたことがわ
かる。実際に子どもたちが撮影する様子を観察しても，
自然物にかなり近づいて撮影している様子がうかがえた
（図 6 ）。近寄ることができないものや立ち入り禁止に
なっているところでは，図 7 のように，カメラのズーム
機能を使って近接撮影と同じような画像が撮影できるよ
うに工夫していた。
子どもが撮影した画像が，対象物からどれくらい離れ
て撮影していたかを調べてみた。調査の方法は，実際に
撮影している時に対象物との距離を10cm刻みで測定し
た。ズーム機能を用いた画像については，ズームを使わ
なかった場合の距離を同地点で測定した。測定の結果を
グラフにまとめてみたところ，図 8 に示すグラフのよう
になった。
このグラフによれば，約89％の子どもがおよそ50cm
以内の近接した距離から撮影していたことがわかる。で
は，なぜ，多くの子どもが近接から撮影していたのだろ
うか。
2‒3．考　　察
子どもが撮影した画像は，子どもが関心を持って注目
した自然物の部分を切り取ったものである。撮影した画
像及びキャプションから，多くの子どもは自然物を撮影
する際に，細かな部分に注目していることがわかる。例
えば，花を見ても花全体を撮影しているのではなく，花
びらに写し出された模様や花びらの上にのっている虫に
焦点をあてて撮影していた。すなわち，子どもは花全体
を見ているのではなく，花の部分や虫がのっているとい
う特徴的な部分を見ているといえるだろう。多くの子ど
もは，このように自然物の中で自分が関心をもった部分
に注目して，そこに焦点をあてて撮影していた。つまり，
子どもは自然物の全体よりも，部分に関心をもって注目
しているということがわかる。別の言い方をすれば，花
全体を見るという視点が持てず，部分的なところに目が
いきがちであるということもできるだろう。デジタルカ
メラというICT機器を用いることによって，子どもが自
然物を見る際に関心を持った部分を焦点化した画像を残
すことができた。
さらに，子どもが書いたキャプション（題名）からも
子どもが部分に関心を持っていたことを示すことができ
る。子どもがつけたキャプションには，例えば次のよう
なものがあった。「模様がきれいな花」「おいしいみつが
食べられる」「花の上に虫がいた」「はっぱがとがってい
たい」「はっぱのいろがかわっていくよ」「すわれるへこ
みがあるいすの石」。これらキャプションの表現からは，
花や葉や石全体ではなく，それぞれの自然物の特徴ある
部分や現象をとらえていることがわかる。キャプション
によって，子どもの関心が部分にあったことを確かめる
ことができた。これらのことから，低学年の子どもは対
象全般に関心を持っているのではなく，対象に示された
特徴的な部分に関心を持っていると言える。
このように，デジタルカメラというICT機器を活用す
ることによって，子どもがとらえている自然物の様子を
画像によって表現させることができた。その画像による
表現及びキャプションから，子どもがとらえている自然
がどのようなものであるのかという子どもの学びの特徴
を見出すことができた。これはICT機器によって，子ど
もの自然に対するとらえ方を可視化するというこれまで
にない活用方策であると言えるだろう。
3 ．総合的学習における子どもの学びの特徴をITC
活用によりとらえる。
次に，同様に総合的学習における子どもの学びをICT
活用によりとらえた実践について検討してみた。
3‒1．単元の設定と授業の概要
これまで，日本では「運輸」については，学習内容と
してあまり扱われてこなかった。長谷川淳は，現代の生
産の主要部門を教育内容とする必要性について述べ，生
産の主要部門として「機械工業，農業，化学工業，運輸，
図 7．子どもが花を撮影している様子
　　　ズーム機能を使って近接撮影している
図 8．子どもが撮影した距離の割合
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通信，動力，材料製造などの諸部門」をあげて，「これ
ら主要部門は，国民の生活を支える基礎として誰でもが
知らなければならない部門である。」としている3)。長
谷川があげた主要生産部門のうち，機械工業，農業は社
会科や技術・家庭科で，化学工業は社会科や理科で，通
信はコンピューターの活用を通じて情報教育の様々な場
面で，材料製造は図画工作科や技術・家庭科で扱われて
いる。ところが「運輸」だけは，いずれの教科･領域で
も扱われていない。一方，欧米諸国の教育課程では，「運
輸」は重要な教育の内容として扱われている4)。
そこで，筆者は総合的学習の一環として教科横断的な
内容である「運輸」について扱う授業実践を開発・展開
した。その際，子どもにビデオカメラを持たせて子ども
の活動の様子を映像に収めて，後にこの映像を活用して
発表させようと考えた。その際，映像によって，子ども
の学びを可視化させてみることを試みた。こうした試み
は，子ども達が何を見出したのか，何ができて，何を学
び得たのかという次期学習指導要領で述べられている育
成すべき資質･能力を育むという観点からも重要になっ
てくるだろう。
本研究で実践した単元は「こんな重いものをどうやっ
て動かしたのだろう」である。単元は子どもが抱いた疑
問を解き明かす探検活動として構成した。小学校 5 年生
2 クラスで実施した。 1 クラスは38名編成であった。東
京都のＷ小学校で行った。指導計画は表 2 に示す通りで
ある。
3‒2．子どもがビデオカメラで撮影した様子
単元の導入として，校庭の隅に置かれている重い石に
注目した。この石は子どもの遊びや活動の邪魔になって
いると子ども達から意見が出され，児童会で話題として
取りあげられていた。これを自分たちの力で移動させた
いという要求を取りあげることを単元の導入とした。グ
ループに分かれて，重い石をどうやって動かすかを考え
た。当初，子ども達からは，テコやコロなど社会科や理
科で学んだ知識を活用して石を動かそうという試みが提
案された。子ども達の提案通りに動かしてみると，移動
することはできたものの，かなり大きな労力が必要であ
ることがわかった。
そこで，教師から「実際に世の中にもこんな重いもの
をどうやって動かしたのだろう，と疑問に思うものがあ
るだろう。それについて，探検してみよう。」という提
起をして，探検活動を始めた。これを受けて子どもから
出された疑問は以下の通りであった。
これらの疑問の答えを求めて，街に探検活動に行くこ
とになった。今回は，インターネットや図書館で調べる
のではなく，実際に現場にいって映像を撮影して，その
映像を利用して発表することを課題とした。グループは
調べたい内容ごとに編成した。
3‒3．子どもたちの活動の様子
1 ）について調べてきたグループは，実際にディー
ラーに出向いて行った。ディーラーでは「自動車は自力
で動くものなので，他のものを使って動かしません。う
ちでは移動用に裏にスロープが付いています。」という
解答を得てきた。子どもたちは「でも，入り口が狭くて
入らないということがありませんか。」とさらに質問し
ていた。「入り口は 2 段に開くようになっており，ちょ
うど自動車が通過できる大きさになっています。どこの
店でもそうですよ。」という解答を得てきた。子どもた
ちは自動車をクレーンやエレベーターのようなもので 2
階に持ち上げることを想定していたが，実際に行ってみ
ることによって発想の違いを教えられてきた。しかし，
きっとエレベーターのようなものがあるに違いないと
思って，ディーラーから紹介された自動車の修理工場に
出向いて行き，自動車を持ち上げる機械を見つけて，そ
れが自動車を持ち上げている様子を撮影してきた。イン
タビューによって，自動車を持ち上げるジャッキはコン
プレッサーによって圧縮された空気を使っていることを
教えてもらってきた。
2 ）について調べたグループは，実際にビルの建築現
場に行ってタワークレーンを見せてもらってきた。タ
ワークレーンは，「マスト（支柱）で 1 段だけ支える→
本体を 1 段降ろす→支えているマストを 1 つ取り外す」
という作業を繰り返して，クレーン本体を地上近くまで
降ろす。こうしたクレーンを解体していく様子を実際に
目の前で見せてもらってきた。子どもたちは，想像して
いたよりも簡単な原理でクレーンを解体することができ
ることに驚いて帰ってきた。
3 ）について調べてきたグループは，駅長の配慮で操
車場まで連れて行ってもらった。そこで，電車を修理し
ている様子を見せてもらった。「ご覧のように電車はつ
くってからレールにのせるのではなく，レールの上でつ
くるのです。」という説明を受けてきた。さらに「電車
がレールから外れることを『脱線』と言って事故として
扱います。」ということも教えてもらってきた。
4 ）については，学校にくる宅配便トラックの到着を
表 2． 単元「こんな重いものをどうやって
動かしたのだろう」
1 　重いものを動かしてみよう 1 時間
2 　こんな重いもの，どうやってうごかす
のか疑問を出して，疑問ごとに探検グ
ループを結成
2 時間
3 　探しに行こう 1 時間
4 　探検のまとめ 1 時間
5 　探検活動の交流 1 時間
計 6 時間
1 ）自動車のディーラーで 2 階に車があるが，どうやって
2 階に上げたのだろうか。
2 ）ビルの屋上にあるクレーンは完成した後，どうやって
降ろすのだろうか，
3 ）電車はどうやってレールの上に乗せるのだろうか。
4 ）宅配便は重いものを運ぶとき，どうやって一人で積み
降ろしするのだろうか。
5 ）重い荷物はどれくらいから「重い」と判断するのだろ
うか。
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待って，運転手さんにインタビューをした。その際，宅
配便トラックの荷台には「パワーゲート」という簡易昇
降機が付いており，これに荷物を乗せて積み降ろしをし
ているという説明を受けた。加えて，パワーゲートに乗
せてもらう体験もさせてもらってきた。
5 ）については，商店街や工事現場にいって20名近く
の作業員さんから聞き取り調査をしてきた。その結果，
米一俵（約60kg）というのが仕事する際の重さの標準
であることをつきとめてきた。聞き取った結果を図書館
で確認してみると「かつては60kgの米俵を担ぎあげて
運ぶことができれば， 1 人前の労働者とみなされた」と
いうことをつきとめた。現在では，60kgでは重すぎる
ので日本では 1 俵は30kgとされていることも調べてき
た。
単元の最後に，子どもたちが調べてきたことをお互い
に交流する時間をとった。子どもたちは撮影してきた
映像を使って，それが一編のTVニュース番組になるよ
うにして，その番組を組み入れた発表の準備をしてい
た。子どもたちは活動の当初に映像を活用するというこ
とを知らされてから，TV番組をイメージしていたよう
であった。そのため，取材する場面ではTVのレポーター
になったつもりでインタビューしていた。さらに，TV
番組を模倣して，台本を作成して質問事項を明確にして，
テンポよく要点をつかんだ短時間のインタビューを行う
ことができていた。
3‒4．授業実践の検討
子どもたちが撮影してきた映像を見ると，各グループ
が何を学んできたのかということが教師や他の子ども達
に伝わりやすかった。今回の取り組みに見る特徴的な学
びの内容は， 1 ）， 2 ）， 3 ）のように実際に重いものを
動かすためには機械や装置を使うのではなく，発想の転
換が必要であることを知ったという点があった。さらに，
映像を見ると，子どもはインタビューの解答に納得がい
かない場合に，続けて問いを発していた。すなわち，問
いによって自分たちの学びを追求していたことがわかる。
追求しようという思いから生まれた子どもの自発的な問
いが，次の活動をつくり出し，学びに深まりと広がりを
与えていった。資料 1 に子どもの撮影した映像から発話
の記録をテキスト化したものを示す。これを見ると，子
どもはディーラーで自動車がスロープを使って 2 階に運
ばれていることを知り，自分たちの予想と異なっていた
ことに驚いていることがわかる。それに留まらず「では，
車をエレベーターのようなもので持ち上げているような
ところはないのでしょうか。」という問いを発している。
そこでは店長から「そうですね。修理工場ではきっと
ジャッキアップしてるでしょう。近くの工場をご紹介し
ましょうか。」と言われて，子ども達は自動車修理工場
に行った。子ども達は自分たちの予想と異なった解答に
満足できず，どうしても自分たちが想い描いていた，エ
レベーターのようなもので実際に車を持ち上げている
シーンを見たかったのだろう。自動車修理工場で車が持
ち上げられる機械であるコンプレッサー式のジャッキの
動作を見て初めて安心した様子を見せていた。ジャッキ
で 2 階の高さまで上げるためには，機械の規模が大きく
なり，ディーラーのような狭いところでは取り付けられ
ないという説明を受けて納得してきた。子どもが納得す
るためには，実際に自分の想い描いたシーンを見て，そ
の上で考えることが必要になるのだろう。こうしたやり
取りの様子が映像と音声によって記録されていたことに
よって，教師は子どもの学びの過程を知ることができ
た。子どもにビデオカメラを持たせて撮影させること
で，その他のグループでも，実際にパワーゲートにのせ
てもらったときの子どもの表情や解答している大人の表
情，声のトーン，その場の状況などについて映像によっ
て子どもの学びの過程を詳細に知ることができた。総合
的学習においては，学びの結果だけではなく，学びの過
程を把握した上で，教師は子どもの学びをとらえ，評価
することが必要である。これまで，こうした学びの過程
は教師がその場にいない限りとらえることはできなかっ
た。今回の実践では，ビデオカメラの映像を通して，子
どもがどのような状況で学びをつなげる問いを発し，主
体的・探求的に活動していたのかという学びの過程を見
資料 1．グループ 1インタビューの記録
Ｐ 1 ：こんにちは。
店長：こんにちは。
Ｐ 2 ：わたしたちは，○○小学校の 5 年生です。総合の勉
強でインタビューに来ました。撮影させていただいて，よ
ろしいでしょうか。
店長：いいですよ。
Ｐ 2 ：では。みなさん，わたしたちは今，○○（場所）に
ある△△（ディーラーの名称）におじゃましています。こ
ちらが，店長の○○さん（氏名）です。今日は，よろしく
お願いします。
店長：よろしくお願いします。
Ｐ 3 ：こちらのお店では，車を 2 階に展示されていますね。
あれはどうやって 2 階まで上げたのですか？
店長：自動車は自力で動くものなので，他のものを使って
動かしません。うちでは移動用に裏にスロープが付いてい
ます。
Ｐ 3 ：えっ。スロープですか。
店長：はい。ご覧になりますか。
（カメラとインタビュアーは店長に案内されて裏に移動す
る。）
店長：このようなスロープがあります。ここを自動車が
登っていきます。
Ｐ 3 ：驚きです。クレーンとか，エレベーターで上げると
思ってました。
店長：そんなわけないでしょ。自動車は動くものですから，
動かして移動しますよ。
Ｐ 2 ：でも，入り口が狭くて入らないということがありま
せんか。
店長：入り口は 2 段に開くようになっており，ちょうど自
動車が通過できる大きさになっています。どこの店でもそ
うですよ。
Ｐ 2 ：では，車をエレベーターのようなもので持ち上げて
いるようなところはないのでしょうか。
店長：そうですね。修理工場ではきっとジャッキアップし
てるでしょう。近くの工場をご紹介しましょうか。
Ｐ 2 ・ 3 ：お願いします。
※Ｐは子どもを示す。Ｐ 1 ：ディレクター，Ｐ 2 ：現場リ
ポーター，Ｐ 3 ：アナウンサー。この他に，カメラマン，
演出という役があった。
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取ることができた。子どもが撮影していることから，子
どもの目線で映像が構成されていることも，子どもの学
びをとらえる上で有効であったと言える。
さらに，映像にはインタビューの準備段階から終わっ
た後の姿までがとらえられていた。そのため，始めに
ディーラーを訪問する際の緊張感がよく伝わってきた。
資料 1 を見るとＰ 1 は「こんにちは」と挨拶しているだ
けである。その後この子どもは画面に登場しない。これ
だけをみると，この子どもの役割は見えてこない。とこ
ろが，訪問前にディーラーの入り口で誰が最初に話を切
り出すかということについて相談しているシーン（資料
2 ）を見ると，Ｐ 1 の役割が見えてきた。撮影されてい
た訪問前のシーンでは，誰が話の口火を切るかでもめて
いた。最初はとても緊張する。最初の一言でことわられ
たらどうしよう。相手が怖い人だったらやめるのか。子
どもたちが最終的に出した結論は，責任者のディレク
ターが話の口火を切るために挨拶することであった。子
どもたちのインタビューの過程にこのような葛藤がある
ことを教師が知らなければ，教師はＰ 1 の役割を理解す
ることができなかっただろう。
もちろん，こうした状況的な観点からだけではなく，
「運輸」の学習という観点から子どもが何を学んだのか
学習内容について考察する必要がある。たとえ子どもの
活動がいきいきとしたものであっても，そこに学ぶべき
内容がなければ総合的学習として授業が成立したとはい
い難い。
今回の単元で扱った「運輸」は，人間が重いものを運
ぶ上で培ってきた知恵にふれることに目標があった。そ
の点では，この単元の学びは，テコやコロといった機械
の原理と実際の社会で行われている活動との接点をつく
り出し，現代の技術や人間の知恵にふれさせ，考えさ
せることにあった。実際に，重いものを持ち上げる方法
として子どもが出会った機械や装置は，コンプレッサー
によるジャッキ，タワークレーン，並びにパワーゲート
であった。この中で，子どもが理解できなかった装置が
「コンプレッサー」であった。なぜ，車を持ち上げるた
めに空気を使うのか，また空気で重いものを持ち上げる
ことができるのかという疑問が出された。この点につい
ては，子どもに任せておくのではなく，教師が説明する
必要があると判断して次のような実験を行った。
90mlの分厚いビニール袋を密閉して，その先にスト
ローを付ける。ビニール袋の上に子どもをひとり座らせ
ておく。こうしてストローから空気を吹き込むことで，
ビニール袋にのった子どもを持ち上げることができるか
という実験を行った5）。これは圧力差を利用しているた
め，ストローから吹き込む程度の空気で，軽々とビニー
ル袋にのった子どもを持ち上げることができる。パスカ
ルの原理を使った実験である。子どもたちはこの実験に
よって，圧縮された空気によって自動車のような重いも
のでも持ち上げることができることに納得していた。総
合的学習では，子どもたちだけで解決できない課題に出
会った場合，教師による補助的な実験や説明を行わなく
ては，子どもの学びはただ聞いてきただけ・画像に写し
撮っただけといった活動に留まってしまうことがある。
それでは，本当に子どもの納得を得られるものにはなら
ないだろう。子どもの学びが内容的に深まるためには，
認識や技能を高めるための補助的な教師の指導が必要に
なる。
4 ．考　　察
以上，検討してきたように，生活科・総合的学習にお
いてICTを活用することにより，子どもの学びを可視化
することができた。そこでは， 3 つのことを可視化でき
たと言えるだろう。
ひとつは，子どもの視点である。授業では，子どもが
撮影した画像の多くは近接撮影されていた。そうした撮
影によって写し出された画像は，そのものの全体像では
なく，そのものの特徴的な部分であった。こうした画像
及びそれを説明したキャプションから，子どもはものに
注目する際に，そのものに現れている特徴的な部分に注
目しているということがわかった。子どもがものをとら
える場合，その視点が部分にあることを画像によって可
視化することにより明らかにすることができた。生活科
の授業実践から，ICTを活用することによって子どもの
視点を明らかにすることができたと言える。そのため，
こうした微視的・近接的で部分的なもののとらえ方は低
学年の子どもに特徴的な視点であるということができる
かもしれない。また，中・高学年ではこうした微視的・
近接的な視点が巨視的・全体的な視点に移行していくの
かどうかを調べていくことは今後の課題である。
2 つめは，学びの過程において子どもが自ら問いを持
つのは，自分たちの予想と違った現実を見た時ではなく，
その現実と自身の想定が異なっていた時であり，そこに
総合的学習に学びの特徴があるということである。これ
まで，直観主義的な教育では，事実を目の当たりにした
時に，子どもは納得すると考えられていた。ところが，
資料 2．準備段階のやりとり
ディーラーの前に到着したところ。
Ｐ 2 ：どうする。
Ｐ 1 ：どうするって，インタビューだよ。
Ｐ 2 ：それはわかってるの。誰が最初に入っていくかって
いうこと。
Ｐ 3 ：始めが肝心だよね。でも……。
Ｐ 1 ：でも，なんだよ。
Ｐ 3 ：始めに入っていくのって勇気いるよね。
Ｐ 2 ：そうね。お店の人から断られるかもね。あたしたち
本物のテレビ局じゃないし。
Ｐ 1 ：小学生だから大丈夫じゃない。
Ｐ 3 ：でも，こわそうな人だったら，やだな。
Ｐ 2 ：ここは，ひとつ，ディレクターの仕事ということで。
Ｐ 1 ：えー。なんで。レポーターの仕事でしょ。
Ｐ 3 ：でもディレクターが責任者だよ。
Ｐ 2 ：ここは勇気出して行きなさいよ。
Ｐ 3 ：そうそう。
Ｐ 1 ：えー。まあでも，そうか。じゃあがんばる。でも，
最初の一言だけだからね。後はレポーターがやってよ。
Ｐ 2 ：そこはまかせて。レポーターだから。
Ｐ 1 ：じゃあ，用意いいかな。カメラ，スタンバイできて
る。いくよ。
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実際には，事実を目の当たりにしただけでは子どもは納
得しないことが今回の映像からわかった。子どもは事実
に出会った時，その事実が，自分たちが思い描いた様子
と異なっていたということに疑問を持っていた。そうし
た疑問を抱くと，子どもは自ら問いを重ねていく。総合
的学習においては，その問いの応えが自らの納得がいく
まで活動を続けていくという学びがあることがわかった。
3 つめは，子どもの学びを可視化することで学びの過
程を知ることができたということである。例えば，子ど
もはインタビューに挑む際に，教師の予想以上に大き
な緊張を持って臨んでいたり，納得がいかない場合は他
の場所を紹介してもらったりして，学びを追及していた。
子どもは教師が思っている以上に細かなことに負荷を感
じていた。また，できないこと・わからないことに対し
ては，別の場所や人を紹介してもらうというように，学
びの連鎖をおこさせる活動を自身で組み立てていた。こ
れはそのような活動を行うように教師が指示したわけで
はない。子どもが自ら編み出した学びの方法であった。
いずれの場合においても，教師の予想以上に子ども達の
学びは詳細であり，主体的であることが映像によって可
視化され，教師が把握することができた。ICT機器を用
いて子どもの学びの様子を可視化することによって，子
どもの学びの特徴を知ることができた。
では，可視化された学びの特徴をどのように授業づく
りにいかすことができるのだろうか。生活科・総合的学
習における授業づくりでは，学びの可視化に成功すれば
それで終わりというわけではない。可視化された学びを
ふまえて，子どもが抱く疑問を解決に導き，新たな価値
を創造する授業づくりが求められる。そのためには，学
びを可視化するだけではなく，可視化した学びを教師と
子どもがとらえ直し，そこから新たな価値付けを行う授
業過程をつくり出すことが必要となる。それには可視化
された画像・映像を通じて，他者と関わり相手の考えを
理解したり自分の考え方を広げたりしていく対話が必要
になる。この時，自己の考えを示し，討論するためには
写真であればキャプションのように撮影した意図を示し
たり，撮影されたシーンに対する説明を行ったりするこ
とが必要である。映像であれば，そこに写し出される映
像と音声を基に，その場で起こった事象について，そこ
にいなかった人に向けて説明する必要がある。今回の実
践では，子どもの学びを可視化することはできたが，こ
うしたICT活用と関連した授業づくりに関する授業展開
並びに考察が充分に行えなかった。今後は，授業におい
て意図的・計画的に撮影の方法や範囲などについて考え，
子どもが撮影してきた特徴的な学びがみえるデータを用
いて，どのような授業をつくり出せばいいのかというこ
とについて検討する必要がある。
5 ．結　　論
本研究では，生活科・総合的学習の授業実践から，
ICTを活用して，子どもの学びを可視化することができ
た。生活科・総合学習的の実践においてICT機器を用い
て可視化することができた子どもの学びの特徴は次の 3
点であった。
1 ．子どもは自然物を観察する際，全体ではなく特徴的
な部分に注目する傾向にある。
2 ．子どもは事実に出会っただけでは納得できない場合
がある。その時は，自ら問いを発して納得がいくよう主
体的・能動的な学びを展開させることができる。
3 ．子どもは教師が想定している以上に，人との出会い
を中心とした探検活動に対して緊張感を持って臨んでい
る。
以上の結果から，ICT機器を用いて子どもの学びを画
像や映像によって可視化することは，生活科・総合的学
習にとって有効なICT活用方策であるということができ
る。今後は，そこで得られた知見を生活科・総合的学習
の授業づくりにいかすことが必要である。生活科・総合
的学習におけるICT活用には，こうした他教科と異なる
活用の方法がある。そのひとつに，既存の教科でのICT
活用の方法に加えて生活科・総合的学習における活用の
方法として，子どもの学びを可視化する手立てとしての
ICT活用があると言えるだろう。
注及び文献
1 ）文部科学省「教育の情報化に関する手引」2010年
2 ）本研究では「学習」と「学び」を使い分けている。 
「学習」とは「一定の行動の永続的な変容」という理
解である。これに対して「学び」とは「子どもの主体
的な活動によって得られる知」を指している。
3 ）長谷川淳「Ⅲ教材論」（技術と教育（岩波講座　現
代教育学11）所有）岩波書店 1961年 p.137
4 ）田中喜美ほか「国民教育におけるテクノロジー・リ
テラシー育成の教育課程開発に関する総合的比較研
究」（科学研究費補助金（基盤研究Ａ）研究成果報告書，
平成 6 - 8 年度）1997年
5 ）斉藤武雄他「工業高校の挑戦─高校教育再生への 
道─」学文社 2005
